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見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
七
十
九
） 

 

第
３
章 

ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
十
六
） 

 

七
十
九 

富
の
分
け
前
を
求
め
て
湾
岸
産
油
国
に
殺
到
す
る
出
稼
ぎ(

四―

四)
 

 

そ
の
頃
、
ク
ウ
ェ
イ
ト
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
中
立
地
帯
で
石
油
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
日
本
企
業

も
人
材
が
必
要
に
な
り
、
数
度
に
わ
た
り
募
集
広
告
を
出
し
た
。
１
９
６
１
年
の
最
初
の
募
集
で
ア
ミ

ン
・
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
ザ
ハ
ラ
も
１
９
６
８
年
に
採
用
さ
れ
た
。
二
人
は
と
も
に

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
で
あ
っ
た
が
、
応
募
書
類
の
ア
ミ
ン
の
国
籍
欄
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ま
ま
で
あ
り
、
ザ

ハ
ラ
の
国
籍
は
ヨ
ル
ダ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
ア
ミ
ン
の
父
親
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と

し
、
い
つ
か
故
郷
の
ト
ゥ
ル
カ
ル
ム
に
戻
り
教
師
を
続
け
ら
れ
る
日
の
来
る
こ
と
を
信
じ
て
国
籍
を
変

え
な
か
っ
た
。
一
方
ザ
ハ
ラ
一
家
は
数
次
の
中
東
戦
争
を
経
て
故
郷
の
農
地
を
取
り
戻
す
こ
と
は
も
は

や
不
可
能
で
あ
る
と
悟
り
、
仕
事
を
得
る
の
に
少
し
で
も
有
利
な
よ
う
に
と
国
籍
を
ヨ
ル
ダ
ン
に
変
更

し
て
い
た
。
彼
ら
は
以
後
パ
レ
ス
チ
ナ
系
ヨ
ル
ダ
ン
人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

ヨ
ル
ダ
ン
人
の
カ
テ
ィ
ー
ブ
も
転
職
組
の
一
人
で
あ
っ
た
。
中
東
の
石
油
会
社
は
給
料
も
良
く
、
な

に
よ
り
も
社
会
的
な
地
位
が
高
い
。
カ
テ
ィ
ー
ブ
が
故
郷
ア
ン
マ
ン
の
両
親
に
石
油
会
社
へ
の
転
職
を

伝
え
る
と
両
親
は
手
放
し
で
喜
ん
だ
。
た
だ
両
親
は
そ
の
石
油
会
社
が
名
も
無
い
日
本
企
業
で
あ
る
こ

と
に
若
干
の
違
和
感
を
抱
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
も
欧
米
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
ま
ま
の
ア
ラ
ブ
の
現

状
を
思
う
と
、
廃
墟
か
ら
不
死
鳥
の
ご
と
く
蘇
っ
た
日
本
に
一
抹
の
清
涼
感
を
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/079PeaceOnHorizenChapter3-16English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/079PeaceOnHorizenChapter3-16Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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祖
国
パ
レ
ス
チ
ナ
の
復
活
を
信
じ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
帰
化
し
て
新
し
い
人
生
を
目
指
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
系
ヨ
ル
ダ
ン
人
、

そ
し
て
将
来
の
豊
か
な
生
活
を
夢
見
る
ヨ
ル
ダ
ン
人 

―
 

三
人
の
ア
ラ
ブ
人
は
運
命
に
引
き
ず
ら
れ
つ
つ
ペ
ル
シ
ャ
湾
沿
岸
の
小
さ
な
町

で
日
本
の
石
油
会
社
の
従
業
員
と
し
て
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
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